
特集
主  な  内  容   
■　自然と共に生きるための

マナー
■　いま深谷を見る
■　　沈思黙考
■　119の現場から
■　8月は人権尊重社会を目

指す運動強調月間です
■　My Town Topics
■　　みんなの健康
■　　情報ひろば
■　　夢なかるべからず

表紙：中宿歴史公園の原始蓮

８８月月 20№
毎月1日発行
August.2007

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　148,061（＋   38）
■  男性　  73,930（＋   11）
■  女性　  74,131（＋   27）   
■  世帯　  52,708（＋   34） 
■  平成 19年 7月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

国民年金納付記録の情報を
提供します
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市
で
保
管
す
る
国
民
年
金
納
付

記
録
の
情
報
は
次
の
通
り
で
す

紙台帳で保存 コンピューターで保存

旧深谷市分 昭和 36年 4 月分～
昭和 61年 12月分

昭和 62年 1 月分～
平成 14年 3 月分

旧岡部町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 12月分

平成 7 年 1 月分～
平成 14年 3 月分

旧川本町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 1 月分

平成 6 年 2 月分～
平成 14年 3 月分

旧花園町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 2 月分

平成 6 年 3 月分～
平成 14年 3 月分

　

納
付
記
録
の
確
認
は
、
旧
深
谷
市

の
か
た
は
保
険
年
金
課
、
旧
岡
部
町

の
か
た
は
岡
部
市
民
環
境
課
、
旧
川

本
町
の
か
た
は
川
本
市
民
環
境
課
、

旧
花
園
町
の
か
た
は
花
園
市
民
環
境

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
20
年
６
月
30
日
㈪

（
予
定
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
場
合
、

年
金
手
帳
の
ほ
か
、
窓
口
に
お
越

し
の
か
た
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

●
代
理
申
請
の
場
合
、
委
任
状
（
←

見
本
）
が
必
要
で
す
。

委任状

（代理人）        住所
                    氏名　     ㊞
              生年月日

私は、上記の者を代理人に選
任し、次の権限を委任したの
でお届けします。

１ 国民年金納付記録の確認
に関すること

平成　　年　　月　　日
（委任者）        住所
                    氏名　     ㊞
              生年月日

　深谷市長 あて

●
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
、
年
金
番
号
を
明
記
の
上
、

「
運
転
免
許
証
の
写
し
」
ま
た
は

「
健
康
保
険
証
の
写
し
」
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
・
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
か
た
は
、
当
時
の
住
所
・
氏
名

な
ど
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
返

信
用
切
手
は
不
要
で
す
。

　

本
庁
舎
・
各
総
合
支
所
の
年
金
窓

口
で
は
、「
年
金
相
談
窓
口
」
の
案

内
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担

当
職
員
に
つ
い
て
は
、「
年
金
相
談
」

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
一
目
で
担
当
者
が
分

か
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

特集

国
民
年
金
納
付
記
録
の

国
民
年
金
納
付
記
録
の

情
報
を
提
供
し
ま
す

情
報
を
提
供
し
ま
す

年
金
記
録
な
ど
で
相
談
に
お
越
し
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
社
会
保
険
庁
へ

の
年
金
記
録
の
照
会
参
考
資
料
と
し
て
、
市
で
保

管
し
て
い
る
納
付
記
録
の
写
し
を
無
料
で
提
供
し

ま
す
。

●● 問い合わせ ●●
　保険年金課
　　〠366－ 8501　仲町11－ 1　    ☎ 574－ 6641
　岡部市民環境課
　　〠369－ 0292　岡 2381－ 1     ☎ 585－ 2213
　川本市民環境課
　　〠369－ 1192　田中197　 　　 ☎ 583－ 2783
　花園市民環境課
　　〠369－ 1293　小前田2345      ☎ 584－ 1122

年金記録問題の経緯年金記録問題の経緯

同一人の記録が複数存在 !!

　年金加入者の記録は、国民年金・厚生年
金・共済組合などの制度の下で、それぞれ
の保険者が管理し、制度ごとに年金番号を
付番していました。そのため、厚生年金に
ついては転職するたびに、また、国民年金
は転出するたびに新規の番号が付番されて
いたこともあり、一人が複数の年金番号を
持っていることもまれではありませんでし
た。また、届け出書に記載された氏名（フ
リガナ）の誤記録や、被保険者本人による
年金手帳の紛失、会社などでの手帳の不適
切な管理などもあり、同一人の記録が複数
存在する事態を招きました。

平成 9年に基礎年金番号を導入

　各制度のすべての被保険者および年金
受給者に対して、新たに基礎年金番号を付
番しました。基礎年金番号は、全制度共通
の個人番号であり、記録の連続性・同一性
を確保することができます。基礎年金番号
導入時には、被保険者や年金受給者に対し
て、「基礎年金番号の通知」と併せて、「他
の制度への加入歴や他の年金手帳を有して
いないかの照会」を行いました。この照会
で本人からの申し出のあった分および名寄
せ（氏名・性別・生年月日）処理分を基に、
過去の記録の統合を進めてきましたが、累
積していた膨大な過去の記録を基礎年金番
号に統合する事務は思うように進みません
でした。

宙に浮いた年金記録

　基礎年金番号への統合・整理がされてい
ない過去の記録の中には、これから年金を受
給するかたのほか、年金を受給する前に亡く
なったかたや、受給要件に達しなかったかた
の記録も含まれていると考えられます。

消えた年金記録

　本人が保険料を納めたにもかかわらず、
その記録が社会保険庁のオンラインシステ
ムの原簿、あるいはマイクロフィルムで保
存されている古い被保険者台帳に存在しな
いというものです。国民年金保険料の領収
書が残っていたことにより、保険料の納付
が確認された事例もあります。

●● 問い合わせ ●●
☞熊谷社会保険事務所
　☎522－ 5211
☞フリーダイヤル
　☎0120－ 657830
　24時間、土・日曜日も対応

結婚前・結婚後で異なる会社
に勤めているかた
→旧姓での年金記録が存在す
るかも…。

転職をされたかた
→複数の年金記録が見つかる
かも…。

過去の就業経験の中から、年
金に加入していた可能性があ
るかた
→忘れていた年金記録が見つ
かるかも…。

このようなかたは、社会保険事務所へこのようなかたは、社会保険事務所へ

※社会保険事務所での代理手続き
には、委任状・年金手帳（基礎
年金番号の分かるもの）・代理人
の身元の分かるものが必要です。
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春蘭（シュンラン）

　日本産のランで、山などで見
つけることもできます。淡黄緑
色の花で、唇弁は白っぽく紫の
斑点があります。

　

大
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
適
度
な
運
動
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と
呼
ば
れ
る
現
代
で
【
里

山
歩
き
】
は
わ
た
し
た
ち
に
健
康
と
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
週
末
の
鐘か

ね

撞つ
き

堂ど
う

山さ
ん

に
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
が
、日
々
の
忙
し
い
生
活
か
ら
離
れ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、一
部
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
登
山
者
や
、自
然
へ
の
理
解
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
の
貴
重
な
自
然
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

山百合（ヤマユリ）

　風
ふう
貌
ぼう
が豪華で華麗であること

から、ユリの女王といわれてい
ます。花の色は白色で花弁の内
側中心には黄色の筋、紅色の斑
点があります。

ふ
る
さ
と
の
森
サ
ポ
ー
タ
ー

　

年
２
回
の
「
下
草
刈
り
」
や
植
栽
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
森
監
視
員

　

年
間
を
通
し
て
、
入
山
者
の
指
導
や
災

害
の
早
期
発
見
、
森
林
保
護
の
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
森
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
の

森
監
視
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
８
）
へ

　
「
以
前
見
掛
け
た
シ
ュ
ン
ラ
ン
や
ヤ
マ
ユ

リ
が
今
日
は
無
い･･･

」

　

最
近
、
鐘
撞
堂
山
で
は
山
野
草
を
掘
り

取
っ
て
い
く
登
山
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

登
山
ブ
ー
ム
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム

な
ど
に
よ
り
自
然
へ
目
を
向
け
る
人
が
増

え
、「
趣
味
の
山
野
草
」
も
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
然
が
わ
た
し
た
ち
に
与
え

て
く
れ
る
癒
や
し
効
果
な
ど
へ
の
興
味
と

は
裏
腹
に
、
自
然
保
護
の
意
識
や
マ
ナ
ー

が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
登
山
中
珍
し
い
花
を
見
つ
け

た
か
ら
と
軽
い
気
持
ち
で
掘
り
採
っ
て
し

ま
う
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
人
気
の
高
ま
り
に
よ
り
販
売
目
的

で
の
盗
掘
も
行
わ
れ
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ム
の
影
で
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
然
は
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
は
な
く
、

共
に
生
き
る
存
在
と
し
て
思
い
や
り
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
生
ご
み
で
あ
っ

て
も
分
解
に
は
時
間
が
か
か
り
異

臭
を
放
っ
た
り
野
生
動
物
が
そ
れ

を
目
当
て
に
出
没
す
る
な
ど
、

少
な
か
ら
ず
自
然
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ご

や
み
に
草
花
を
採
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
山
野

草
は
長
い
年
月
か
け
て
そ
こ
に
根

付
い
た
も
の
で
す
。
観
察
し
た
り

写
真
に
撮
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
植
物
は
環
境
の
変
化
に

弱
い
た
め
持
ち
帰
っ
て
も
自
宅
で

育
て
る
の
は
困
難
で
す
。

む

山
道
に
は
ト
イ
レ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
や
む
を
得

ず
用
を
足
す
時
は
、
山
林
の
中

で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
排

せ
つ
物
は
山
の
浄
化
作
用
に
よ

り
あ
る
程
度
分
解
さ
れ
ま
す
が
、

紙
類(

特
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー)

は
分
解
さ
れ
ま
せ
ん
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
携
帯
ト
イ
レ
な

ど
を
用
意
し
必
ず
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
登
山
者
の
増
加
に
よ

り
山
の
浄
化
機
能
が
追
い
つ
か

な
く
な
る
事
態
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
山
に
入
る
と
き
は
事
前
に

ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

登

策
路
以
外
に
は
立

ち
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
鐘
撞
堂

山
で
も
山
菜
採
り
に
入
っ

た
も
の
の
道
に
迷
い
下
山

で
き
な
く
な
る
例
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ム
シ
や
ハ
チ

な
ど
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
り
危
険
で
す
。

散

　鐘撞堂山の自然は、大勢のかたのボランティア活動に
より守られています。あなたも、自然へ恩返しをする活
動に参加してみませんか？

至長野・新潟 至深谷市街至本庄

至寄居

関
越
自
動
車
道

花園総合運動公園

花
園
文
化
会
館

(

ア
ド
ニ
ス)

花園総合支所 花園中学校

秩父鉄道

道の駅はなぞの

小前田駅

桜沢駅

八
高
線

案
内
看
板

谷津池
ほたるの里公園

254

140

62

140
140

86

鐘撞堂山

用
土
駅

鐘撞堂山位置図

マムシ：平成 18 年 7月鐘撞堂山にて撮影

下
草
刈
り
：
平
成
18
年
７
月
実
施
風
景

　

植
栽
し
た
造
林
木
の
生
育
の
支
障
と
な
る
草

本
、
潅か
ん
木ぼ
く
、
萌ほ
う
芽が

、
サ
サ
類
、
シ
ダ
類
な
ど
を
刈

り
払
い
ま
す
。
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合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

　
深
谷
市
で
は
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
と
堆た

い

肥ひ

化
に
よ
る

資
源
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
家
庭
用
の
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
旧
深
谷
市
と
旧
川
本
町
で
は
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

旧
岡
部
町
や
旧
花
園
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
に
優
し
い
生
活

を
す
る
た
め
に
、
こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

③
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

市
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
、ご
自
分
で
使
用
す
る
た
め
の「
生

ご
み
処
理
機
」
を
購
入
さ
れ
る
か
た
を
対
象
に
「
購
入
費
の
半
額

（
２
万
円
が
上
限
）」
を
次
の
条
件
で
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
の
条
件

①
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

②
過
去
に
同
じ
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
申
請
は
購
入
前
に
お
願
い
し
ま
す
。
購
入
後
の
申
請
で
は
補

　
　

助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

　

生
ご
み
を
機
械
的
ま
た
は
電
気
的
動
作
で
脱
水
、
発
酵
、
分
解
す

る
機
器
で
、
堆
肥
化
ま
た
は
減
量
化
を
目
的
に
製
造
さ
れ
た
も
の
。

■
購
入
場
所

　

販
売
店
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
領
収
書
が
も
ら
え
れ
ば
ど
ち

ら
で
購
入
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５
７
４
‐
８
５
７
２
）

岡
部
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）

川
本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐
２
７
８
３
）

花
園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）

　北海道の夕張市が、財政の破
は

綻
たん

により今年の 3月に財政再建団体に認定さ
れました。夕張市は、今後 353 億円という巨額の負債を、18 年かけて支払っ
ていくことになります。
夕張市の財政再建計画によりますと、税率や多くの手数料が引き上げられ、

また、歳出削減のために、小中学校等が統廃合されたり、多くの公共施設が
閉鎖や休止に追い込まれることになります。夕張市民は、重い負担を長期に
わたり背負っていかなければならないのです。
　以前は市町村などの地方自治体が破綻するなどということは考えられませんでした。しかし、
予想以上の国や県などの財政状況悪化により、交付金や補助金は望めなくなりました。市町村が
独自に行財政改革をしっかりと推し進めなければ、その先に待っているのは財政破綻であり、そ
れにより発生する住民の重い負担なのです。
　市町村合併は、行財政改革の究極の手段といわれております。深谷市でも、合併により首長を
はじめとする特別職の 4分の 3が削減され、議員数は半分以下となりました。職員数も 20％以
上が削減される予定です。また、市から出る補助金の見直しをさせていただき、利用者に応分の
負担をしていただくため、施設使用料を新たに設定させていただいたものもあります。このよう
に、行財政改革の推進には、行政はもちろん、市民の皆様にも相当の痛みが伴います。合併の成
否は、多くのかたがたの努力と協力にかかっているのです。
　合併について、目先の状況にとらわれるあまり、こんなはずではなかったという感情論や、昔
の方が良かったといった懐古論などにより評価する風潮があります。しかし、急激に変化する社
会環境が昔のままでいることを許さないからこそ、また、自分たちのまちの発展のために行財政
改革を推進しようとしたからこそ、合併という道を選択したはずなのです。いたずらに感情論や
懐古論に陥ってしまうのは、現実を見据えようとしない後ろ向きの考え方に過ぎません。合併の
評価は、市全体を考慮した幅広く長期的な視点から、総合的に論じられなければならないのです。
　わたしは、新市全体のより良い将来のために、合併後のまちづくりに、ひたむきに取り組んで
まいりたいと存じます。　
　　　
　　　

ちんしもっこう
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其
そ

の参
さん

を

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
４
６
）
へ

保
育
料
の
減
免

小学校6年生まで医療費を助成
　合併により、こども医療費支給
制度の支給の対象範囲と申請でき
る医療機関の範囲が広がりました。
　合併前までは、旧１市３町の大半
において通院分の医療費の支給対象
年齢が小学校就学前までとされてい
ましたが、合併後は通院費および入
院費ともに支給の対象年齢が小学校
６年生までとなりました。
　また、合併前において旧 1 市 3
町は別の自治体であったため、他
の市町の医療機関で治療をした場
合、医療機関の窓口で申請をする
ことができませんでした。しかし、
合併により同じ深谷市内の医療機
関として、こども医療費の支給申
請ができるようになりました。

深
谷
市
で
は
、
合
併
に
よ
り
市
内
の
保

育
園
数
が
公
立
・
私
立
合
わ
せ
て
34
園
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
は
県
下
で
第
５
番

目
の
多
さ
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
３
か
所
の
公
立
保
育
園

で
、
生
後
２
か
月
か
ら
の
受
け
入
れ
を
実

施
し
て
お
り
、
産
休
・
育
休
明
け
保
育
の

充
実
な
ど
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
一
時
的
保
育
事
業
や
休
日

保
育
事
業
の
実
施
、
保
育
料
の
一
部
減
額

や
民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金
の
増
額
な

ど
、
保
護
者
の
育
児
に
係
る
負
担
の
軽
減

や
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

受け入れ年齢の拡大

保育園名 合併前 合併後

みらい幼児園おかべ 10か月～ 2か月～

つばさ保育園 10か月～ 2か月～

川本南保育園 2歳～ 2か月～

子
育
て
支
援
・
保
育
環
境
の
充
実

　

合
併
に
よ
り
深
谷
市
で
は
、
１
世
帯
で
保
育

園
に
２
人
以
上
在
園
し
て
い
る
場
合
は
、
１
人

目
、
２
人
目
の
保
育
料
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
の
児

童
の
保
育
料
が
½  
に
な
り
、
３
人
目
以
降
の
保
育

料
は
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
制
度
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
は
、
同
一
世
帯
か
ら
保
育
園
の
ほ
か
に

幼
稚
園
を
利
用
し
て
い
る
児
童
も
算
定
の
対
象
人

数
に
含
め
、
２
人
目
の
保
育
料
が
½  
に
な
り
３
人

目
以
降
は
、
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
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防災意識と地域防災の重要性

　１１９ の　　　の から　現
場

　

次
の
通
り
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

と
き　

９
月
８
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
（
深
谷
ビ
ッ

グ
タ
ー
ト
ル
）
お
よ
び
そ
の
周
辺
、

各
公
民
館
（
今
年
度
明
戸
公
民
館

は
実
施
し
ま
せ
ん
）

防
災
訓
練
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理

課
（
☎
５
７
４
‐
８
５
９
７
）
へ

第 ３ 回

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

地震発生！３分・３時間・３日

　市の防災倉庫には備蓄食料のほか、毛

布などの日用品、救助用資機材などを保

管しておりますが、最低３日間分は自分

たちで水や食糧、衣類を用意しておくこ

とが必要です。

　災害時は、地域全体で助け合うことが

大切です。隣近所の持つ最大の特徴は「即

応力」にあります。住民のかたがたが中

心となって防災力を高めていきましょう。

　市では、災害時の対応や備えを記した『地域防災計画』を策定中です。現在のところ避難所は各地域ごとに
小・中学校など69個所を定めております。先日の『新潟中越沖地震』でも避難場所の整備やライフラインの
確保など深刻な問題になっています。
　自然災害はいつ自分の身に降り掛かるか分かりません。日ごろから防災に対する意識を高めておき、いざと
いうとき適切な行動ができるようにしましょう。
　災害が起きたその瞬間、あなたは１人で対処しなければなりません。たとえ家族と暮らしていても、その瞬
間あなたを助けてくれる人は誰もいないからです。阪神・淡路大震災では建物の下敷きや、建物に閉じ込めら
れた人のうち、約９割の人が自力または家族、隣近所の人に助けられました。このことから、地域防災の重要
性が改めて見直されています。日ごろから隣近所との付き合いや連帯意識が大切です。

　避難するとき周りの人の助けが必

要な人がいます。どのようにサポー

トしたらよいか地域で検討しておく

ことが大切です。そのほか、

①正確な情報の収集

②非常持ち出し袋の準備

③避難ルートの安全確認

も初期段階では重要です。

自分たちで守る助け合う

日ごろから揺れを感じたら次のよ

うな行動を心掛けておきましょう。

①近くにある火を消す。

②机やテーブルに身を隠す。

②出入り口を開けて安全な場所に脱

出する。

③戸外では落下物の危険性が多いの

で、ヘルメットや身近にある物で

頭を保護する。

生き抜く
３分 ３時間 ３日

■問い合わせ　消防本部警防課（☎５７１‐０９１４）へ

防
災
訓
練

防
災
訓
練

９
月
８
日
は

　市では、市政運営の目標とその実現方策を明確にし、計画的にまちづくりを進めていくため、ま
ちづくりの最も基本となる「深谷市総合振興計画」および「深谷市国土利用計画」の策定作業を進
めております。
　両計画については、「深谷市総合振興計画策定審議会」において審議を重ねていただいております
が、このたび、両計画案の全体像が整いましたので、市民の皆さんから広くご意見を伺い、頂いた
ご意見を参考に計画を策定したいと考えております。
　両計画についての皆さんのご意見を募集します。

皆さんのご意見を募集します

募集期間　8月 31 日㈮まで（必着）
募集対象　深谷市総合振興計画および深谷市国土利用計画の案

※市役所本庁舎 1階市政情報コーナーや企画財政課のほか、各公民館、各総合支所総
務課でご覧ください。
　また、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp）からもご覧いただけ
ます。

応募資格　市内に在住、在勤または在学しているかた
応募方法　所定の用紙に、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記し、企画財政課あてに郵送、

ファックス、電子メールでお送りいただくか、直接お持ちください。
 （各公民館および各総合支所総務課にお持ちいただいても結構です）

※応募用紙は、市役所本庁舎 1階総合案内、企画財政課、各公民館および各総合支所
総務課に用意してあるほか、市ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせと応募先

　〠 366‐8501　深谷市仲町 11‐1
　☎ 574‐6632・  574‐6665・ plankika@city.fukaya.saitama.jp

①住所、氏名の記載の無い場合は、応募意見として取り扱わない場合もあります。
②頂いたご意見に対する個別回答はいたしかねますのでご了承ください。
③頂いたご意見の概要および当該意見に対する市の考え方は、後日、公開する
予定です（類似意見はまとめて取り扱います）。
④応募されたかたの個人情報は、この意見募集の目的以外に使用いたしません。

頂いたご意見の取り扱い

深谷市総合振興計画および
深谷市国土利用計画の案について
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深ふ

か

や

し

谷
市
で
は
、
郷き

ょ
う
ど土

の
偉い

じ

ん人

渋し
ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

沢
栄
一
翁お

う

が
生し

ょ
う
が
い涯

に
わ
た
っ

て
実じ

っ
せ
ん践

し
た
「
忠ち

ゅ
う
じ
ょ恕

」
の
精せ

い
し
ん神

を
「
人じ

ん
け
ん権
が
尊そ

ん
ち
ょ
う重
さ
れ
る
住す

み

よ
い
深ふ

か

や

し

谷
市
づ
く
り
」
に
市し

を

挙あ

げ
て
取と

り
組く

ん
で
い
ま
す
。

忠ち
ゅ
う
じ
ょ恕

＝
ま
ご
こ
ろ
と

　
　
　
　
　

お
も
い
や
り
の
心

こ
こ
ろ

　

下し
も
て
ば
か

手
計
の
鹿か

し

ま島
神じ

ん
じ
ゃ社
境け

い
だ
い内
の
大お

お

ケ
ヤ
キ
の
根ね

も

と元
か
ら
ご
神し

ん
す
い水

が
わ

い
て
お
り
、
そ
の
近き

ん
ぺ
ん辺

に
村む

ら
び
と人

の

共き
ょ
う
ど
う同

の
風ふ

ろ

ば

呂
場
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
ご
神し

ん
す
い水

な
の
で
あ
ら
ゆ
る

病び
ょ
う
き気

が
治な

お

る
と
評ひ

ょ
う
ば
ん判

で
し
た
。
そ

こ
に
、
ハ
ン
セ
ン
病

び
ょ
う

を
患

わ
ず
ら

っ
て
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人じ

ん

け

ん権
啓け

い

は

つ発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
さ
い
た
ま
」

と
き　

８
月が

つ

22
日に

ち

㈬
午ご

ぜ

ん前
10
時じ

〜
午ご

ご後
４
時じ

40
分ふ

ん

と
こ
ろ　

大お
お
み
や宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内な
い
よ
う容　

人じ
ん
け
ん権

講こ
う
え
ん
か
い

演
会
（
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
）、「
狩か

り
ゅ
う
ど人

」

コ
ン
サ
ー
ト
、
人じ

ん
け
ん権

落ら

く

ご語
（
桂

か
つ
ら

七し
ち

福ふ
く

）、
映え

い

が画
上じ

ょ
う
え
い
か
い

映
会
、

人じ
ん
け
ん権

啓け
い
は
つ
て
ん

発
展
、
人じ

ん
け
ん権

相そ
う
だ
ん談

、
郷き

ょ
う
ど
げ
い
の
う
こ
う
え
ん

土
芸
能
公
演
（
和わ

だ

い

こ

太
鼓

演え
ん
そ
う奏

）
ほ
か

参さ
ん
か
り
ょ
う

加
料　

無む
り
ょ
う料

問と

い
合あ

わ
せ　

県け
ん

総そ

う

む

ぶ

務
部
人じ

ん
け
ん権

推す

い

し

ん

か

進
課
（
☎
０
４
８
‐

８
３
０
‐
２
２
５
６
）
へ

【間
ま ち が

違った考
かんが

え方
かた

】

人
じ ん し ゅ

種や民
み ん ぞ く

族が違
ちが

う

宗
しゅうきょう

教が違
ちが

う

職
しょくぎょう

業が違
ちが

う

⇩

【正
ただ

しく理
り か い

解しましょう】

　みんな同
おな

じ日
に ほ ん じ ん

本人です。江
え ど

戸時
じ だ い

代の

封
ほ う け ん

建社
し ゃ か い

会でつくられた身
み ぶ ん

分制
せ い ど

度に由
ゆ ら い

来

するもので、その制
せ い ど

度が廃
は い し

止された後
あと

も、生
う

まれた場
ば し ょ

所だけで、結
け っ こ ん

婚や就
しゅうしょく

職

などいろいろな面
めん

で、基
き ほ ん て き

本的人
じ ん け ん

権が

侵
し ん が い

害されているという重
じゅうだい

大な社
し ゃ か い

会問
も ん だ い

題

です。

同ど

う

わ和
問も

ん
だ
い題
⇩
心こ

こ
ろ

に
偏へ

ん
け
ん見
は
あ
り
ま
せ
ん
か

【障
しょう

害
がい

者
しゃ

への偏
へんけ ん

見】

あんなことができない

親
おや

のしつけが悪
わる

い

職
しょく

業
ぎょう

が違
ちが

う

⇩

【共
とも

に生
い

きる社
しゃか い

会に】

　身
し ん た い て き

体的な障
しょう

害
がい

がある人
ひと

や知
ち て き

的な障
しょう　がい

害が

ある人
ひと

を哀
あわ

れんだり、避
さ

けようとしたこ

とはありませんか。「哀
あわ

れむこと」と「お

もいやること」は同
おな

じではありません。

渋
し ぶ さ わ

沢栄
え い い ち

一翁
おう

は、障
しょう

害
がい

者
しゃ

や病
び ょ う き

気で苦
くる

しんで

いる人
ひと

たちと共
とも

に生
い

きる社
し ゃ か い

会をつくろう

と努
ど り ょ く

力しました。

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

へ
の
偏へ

ん
け
ん見

⇩
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推す

い
し
ん進

【外
がいこ く じ ん

国人への偏
へんけ ん

見】

言
こ と ば

葉が違
ちが

う

肌
はだ

の色
いろ

が違
ちが

う

習
しゅうかん

慣が違
ちが

う

⇩

【違
ちが

いを認
みと

めよう】

　我
わ

が国
くに

の国
こ く さ い か

際化はますます進
すす

み、いろ

いろな国
くに

の人
ひと

たちと接
せっ

することが増
ふ

えて

きました。

　国
こ く せ き

籍や肌
はだ

の色
いろ

に偏
へ ん け ん

見を持
も

っていません

か。文
ぶ ん か

化や生
せいかつしゅうかん

活習慣の違
ちが

う人
ひと

と接
せっ

して、

豊
ゆた

かな国
こ く さ い か ん か く

際感覚を育
そだ

てましょう。

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
の
人じ

ん
け
ん権

⇩
異こ

と

な
っ
た
文ぶ

ん

か化
や
習

し
ゅ
う

慣か
ん

を
認み

と

め
よ
う

【高
こうれ い し ゃ

齢者に対
たい

して】

ご飯
はん

をこぼす

動
ど う さ

作が遅
おそ

い

物
も の わ す

忘れが多
おお

い

⇩

【敬
け い い

意を払
はら

いましょう】

　高
こ う れ い し ゃ

齢者は、日
に ほ ん

本の発
は っ て ん

展を支
ささ

えてきた

人
じ ん せ い

生の先
せ ん ぱ い

輩です。豊
ゆた

かな人
じ ん せ い け い け ん

生経験で優
すぐ

れ

た知
ち え

恵を持
も

っています。上
うえ

のような理
り ゆ う

由

で、邪
じ ゃ ま も の

魔者扱
あつか

いしていませんか。年
ね ん れ い

齢に

関
か ん け い

係なく、お互
たが

いの考
かんが

え方
かた

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を理
り か い

解し、人
じ ん せ い

生の先
せ ん ぱ い

輩として生
い

きていく

知
ち え

恵を学
まな

ぶことが大
た い せ つ

切です。

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
の
人じ

ん
け
ん権
⇩
高こ

う
れ
い
し
ゃ

齢
者
の
生い

き
方か

た

を
尊そ

ん
ち
ょ
う重
し
よ
う

【まごころとおもいやりの心
こころ

を】

　HIV の感
か ん せ ん

染、ハンセン病
びょう

患
か ん じ ゃ

者、犯
は ん ざ い

罪

の被
ひ が い

害に遭
あ

った人
ひと

、罪
つみ

を犯
おか

してしまっ

た人
ひと

への差
さ べ つ

別があります。

　まごころとおもいやりの心
こころ

で接
せっ

しま

しょう。

そ
の
ほ
か
の
人じ

ん
け
ん
も
ん
だ
い

権
問
題

人
じ ん け ん

権が尊
そんちょう

重される
住
す

みよい
深
ふ か や し

谷市にしましょう

い
る
雪ゆ

き

さ
ん
も
風ふ

ろ呂
に
入は

い

り
に
き

ま
し
た
。
村む

ら

の
人ひ

と

は
、
雪ゆ

き

さ
ん
の

病び
ょ
う
き気
が
う
つ
る
と
嫌い

や

が
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
渋し

ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

沢
栄
一
の
お

母か
あ

さ
ん
の
エ
イ
さ
ん
は
、
雪ゆ

き

さ
ん

と
一い

っ
し
ょ緒

に
風ふ

ろ呂
に
入は

い

り
背せ

な

か中
を
流な

が

し
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

雪ゆ
き

さ
ん
が
作つ

く

っ
て
持も

っ
て
き
た
、

ぼ
た
餅も

ち

を
一い

っ
し
ょ緒
に
食た

べ
た
と
伝つ

た

え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栄え
い
い
ち一

は
、
ラ
イ
予よ

ぼ
う
き
ょ
う
か
い

防
協
会
の

初し
ょ
だ
い代

所し
ょ
ち
ょ
う長

を
務つ

と

め
ま
し
た
。
母は

は

の

ま
ご
こ
ろ
と
お
も
い
や
り
の
心

こ
こ
ろ

の

影え
い
き
ょ
う響

を
強つ

よ

く
受う

け
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

【青
あお

い目
め

の人
にんぎょう

形を抱
だ

く栄
え い い ち

一翁
おう

】

８８月月
がつがつ

はは人人
じん

権権
けん

尊尊
そん

重重
ちょう

社社
しゃ

会会
かい

をを
目目
め ざめ ざ

指指すす運運
うんうん

動動
どうどう

強強
きょうきょう

調調
ちょうちょう

月月
げっげっ

間間
かんかん

ですです

女じ
ょ
せ
い性

の
性せ

い

さ差
を
尊そ

ん
ち
ょ
う重

し
男だ

ん
じ
ょ女

共き
ょ
う
ど
う同

参さ
ん
か
く
し
ゃ
か
い

画
社
会
へ

　【男
だんじ ょ

女の役
やくわ り

割の固
こ て い か

定化を

見
み な お

直してみませんか】　

男
おとこ

は仕
し ご と

事、女
おんな

は家
か て い

庭

男
おとこ

が先
さき

で女
おんな

は後
あと

炊
す い じ

事・洗
せ ん た く

濯・育
い く じ

児は女
おんな

⇩

【性
せ い さ

差を尊
そんちょう

重して男
だんじ ょ

女共
きょうどう

同参
さんか く し ゃ か い

画社会へ】

　いまだに、女
じ ょ せ い

性に対
たい

する差
さ べ つ

別や偏
へ ん け ん

見、

性
せ い べ つ

別による固
こ て い て き

定的な役
や く わ り

割分
ぶ ん た ん

担などが見
み う

受

けられます。

　家
か て い

庭をはじめ職
し ょ く ば

場や社
し ゃ か い

会全
ぜ ん た い

体で男
だ ん じ ょ

女の

性
せ い さ

差を生
い

かす仕
し ご と

事配
は い ぶ ん

分や、女
じ ょ せ い

性の活
か つ や く

躍し

やすい環
かんきょう

境づくりに努
つと

めましょう。
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三陸海岸の名勝地を抱える三陸海岸の名勝地を抱える田田
たた

野野
のの

畑畑
はたはた

村村
むらむら

交流と交流と
新鮮な海の幸を満喫する新鮮な海の幸を満喫する

●対象　市内在住在勤者（ただし、長時間の乗車となるため●対象　市内在住在勤者（ただし、長時間の乗車となるため
小学生未満を除く）小学生未満を除く）
※30人以上の場合は抽選※30人以上の場合は抽選
●参加料　40,000円●参加料　40,000円
●問い合わせと申し込み　9月 10日㈪までに、はがき（1●問い合わせと申し込み　9月 10日㈪までに、はがき（1
枚に5人まで申し込み可）に住所・氏名・年齢・電話番号・枚に5人まで申し込み可）に住所・氏名・年齢・電話番号・
「重忠号参加」と記入の上、川本総合支所川本総務課（〠「重忠号参加」と記入の上、川本総合支所川本総務課（〠
369ー 1192・深谷市田中197・☎583－ 2190）へ369ー 1192・深谷市田中197・☎583－ 2190）へ

10月 19日㈮
深谷発（午前 6時）～東北自
動車道羽生インター～盛岡イ
ンター～田野畑村着（午後 4
時30分予定・ホテル羅

ら

賀
が

荘
そう

泊）
10月 20日㈯
北山崎巡り～鮭まつり～村内
見学～ホテル羅賀荘

10月 21日㈰
田野畑村発～龍泉洞～盛岡イ
ンター～羽生インター～深谷
着（午後7時予定）

※大型バス利用

　　友好都市である岩手県田野畑村との交流を深める友好都市である岩手県田野畑村との交流を深める
第 11回「重忠号の旅」を計画しました。田野畑村は、第 11回「重忠号の旅」を計画しました。田野畑村は、
「「北北

きたきた

山山
やまやま

崎崎
ざきざき

」・「」・「鵜鵜
うう

のの巣巣
すす

断断
だんだん

崖崖
がいがい

」に代表される三陸海岸の名勝」に代表される三陸海岸の名勝
地を抱えています。また、年に一度開催される「たのは地を抱えています。また、年に一度開催される「たのは
たた鮭鮭

さけさけ

まつり」に参加するなど新鮮な海の幸を満喫するこまつり」に参加するなど新鮮な海の幸を満喫するこ
ともできます。ともできます。

「重忠号の旅」参加者募集「重忠号の旅」参加者募集 !!!!

◆ 

踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

午
後
７
時
30
分
〜

◆ 

獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
シ
ョ
ー

　

 

①
午
後
４
時
〜　

②
午
後
７
時
〜

◆ 

劇
団
た
か
ら
島
「
西
遊
記
」

　

 

午
後
６
時
〜

◆ 

各
種
団
体
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

 

午
後
４
時
30
分
〜

◆ 

交
通
安
全
体
験
車
無
料
体
験

　

 

そ
の
他
、
多
数
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
！

●問い合わせ
　花園商工会（☎584－ 2325）へ

８
月
14
日
㈫

花
園
総
合
運
動
公
園

は
な
ぞ
の

 

ふ
る
さ
と

  

納
涼
夏
祭
り

My Town Topics

■  二輪車県大会で全クラス制覇

■  門
かどくら

倉ハルさん祝 100歳おめでとうございます
市内柏合にお住まいの門倉ハルさんが、7月 15日に 100 歳の
お誕生日を迎えられました。市から記念品や花束、色紙などを贈
りました。どうぞ、いつまでもお元気で。

■  走幅跳びでチェコの世界大会へ

■　ソフトテニスで全日
本・関東小学生選手権出場

　ソフトテニスの全日本・関東小学生選手権が開催され、
7月 7日から開かれた関東選手権に福

ふくしま

嶋直
な お き

輝・石
いしばし

橋峻
しゅん

組、
市
いちかわ

川賢
け ん た

汰・桑
くわはら

原丈
じょう

組、志
し む ら

村真
ま な つ

夏・福
ふ く だ

田胡
く る み

桃組が出場し、さ
らに福嶋・石橋組は 8月 2日㈭から開催の全日本選手権に
出場します。応援よろしくお願いします。

■  深谷ボーイズ　全国切符を手に
　第 38回日本少年野球選手権埼玉県大会で、深谷ボー
イズが強豪チームを次々と撃破し、優勝しました。深
谷ボーイズは、8月 2日㈭から大阪舞

まいしま

洲球場ほかで行
われる全国大会に出場します。

■  花園女子ソフト　千葉の関東大会出場
第 21回全日小学生男女ソフトボール大会県予選で、花
園女子ソフトスポーツ少年団が準優勝しました。チームは
圧倒的な強さで勝ち進み、決勝では惜しくも敗れてしまい
ましたが、8月 11 日㈯・12 日㈰に千葉県東金市で開か
れる関東大会に出場することになりました。

　深谷商業高校 2年生の嘉
よしやま

山大
だいすけ

介さんが、7月 11日から開かれた
第 5回世界ユース陸上競技選手権大会に出場しました。出発に先
立ち、嘉山さんが新井市長を表敬訪問するため市役所を訪れました。

　6月 9日、県警察運転免許センターで、第 40 回二輪車安全
運転埼玉県大会が開催され、全クラスで深谷市民の皆さんが優
勝しました。この大会は交通ルールやマナーの実践と運転技能
の向上を図るべく開催されています（前列左から賞状を手にす
る　一般Ｂクラス3位飯

いいじま

島広
ひろみつ

光さん、Ｂクラス優勝篠
しのざき

崎哲
て つ や

哉さん、
女性クラス優勝永

ながはら

原和
か ず よ

代さん、少年クラス優勝島
しまざき

崎貴
たかひろ

弘さん、一般Ａクラス優勝永
ながはら

原義
よしゆき

幸さん）。

■  大宮アルディージャ応援お願いします
　大宮アルディージャの渡

わたなべ

邉誠
せ い ご

吾代表が、8月 19日㈰に熊谷
スポーツ文化公園陸上競技場で行われる対鹿島アントラーズ
戦を前に、市役所を訪れました。アルディージャは深谷市内
で、「サッカースクール活動」や「FC深谷」に対してプロコー
チの専任指導活動を行っています。地元チー
ムとして応援よろしくお願いします。
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桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター
○以下の事業は予約制です。8月 21日㈫午前9時から電話でお申し込みください。

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

藤沢子育て支援センター

料理教室
主食メニューを調理し、試食しま
す。調理中、お子さんは保育し
ます

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
 9 月 13 日㈭
 午前 10 時～午後 0時 30 分

１歳以上児
保育あり 先着 20 人

親 400 円
子 300 円
（材料費）

ベビービクス
赤ちゃんとたっぷりスキンシップを
取って体をほぐして遊んであげま
しょう

藤沢子育て支援センター
 9 月 27 日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1歳半未満児 先着 30 組 無料

豊里子育て支援センター 給食体験 給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

おかべ子育て支援センター
 9 月 6 日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食を終了し
ている親子 先着 7 組 親 300 円

子 250 円

おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッシュ
しませんか？

おかべ子育て支援センター
 9 月 15 日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 20 人 無料

○以下の事業は予約は必要ありません。
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
 8 月 2 日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者 人数の制

限はありま
せん

無料

おかべ子育て支援センター 積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しく、ひのきの積み木で
遊びましょう!!

おかべ子育て支援センター
 8 月 11日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

－

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日、8月 10日㈮・15日㈬・17日㈮はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（
http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
青い海！白い雲 !! 子どもの心と体を育てよう

桜ヶ丘子育て支援センター
藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
おかべ子育て支援センター
（みらい幼児園おかべ内）

☎574－ 8002
☎ 551－ 5055
☎ 587－ 1170
☎ 585－ 4101

こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
の
か

こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
の
か
た
へ
た
へ

　

入
院
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
の
自
己

負
担
金
が
一
定
額
を
超
え
る
と
、
ご
加

入
の
健
康
保
険
組
合
（
社
会
保
険
事
務

所
）
な
ど
か
ら
、
高
額
療
養
費
や
附
加

給
付
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
ど
も
医
療
費
や
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
で
は
、
市
か

ら
健
康
保
険
組
合
な
ど
へ
文
書
で
照
会

の
上
、
こ
れ
ら
の
給
付
金
分
を
差
し
引

い
て
市
の
支
給
額
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
万
１
千
円
以
上
の
医
療
費
は

　

医
療
費
の
自
己
負
担
金
が
、
１
か

月
に
一
つ
の
医
療
機
関
で
、
入
院
・

外
来
別
に
２
万
１
千
円
以
上
の
場
合

に
は
、
高
額
療
養
費
や
附
加
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
の
給
付
金

が
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
最
低
３
か
月

か
か
り
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
医
療
費
や

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
が
支
給
さ
れ

る
の
は
そ
の
後
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組

合
な
ど
に
よ
り
、
高
額
療
養
費
な
ど

の
給
付
金
の
受
け
取
り
方
法
が
異
な

り
、
申
請
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
や
健
康
保

険
組
合
な
ど
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４

―

６
６
４
６
）
へ

8月26日は埼玉県知事選挙8月26日は埼玉県知事選挙
◆期日前投票・不在者投票
時間　午前 8時 30 分～午後 8時
場所・期間　市役所本庁舎＝ 8 月
10 日㈮～ 25 日㈯、各総合支所＝
8月 20 日㈪～ 25 日㈯
※不在者投票は、本庁舎のみです。
◆投票日当日の投票
日時　8 月 26 日㈰午前 7 時～午後
8時
場所　市内 48 投票所のうち入場券
に記載されている投票所
◆開票
日時　8月 26 日㈰午後 9時～
場所　総合体育館
        （深谷ビッグタートル）
※選挙速報は、携帯電話（http://mo
bile.city.fukaya.saitama.jp/）
でもご覧いただけます。
問い合わせ　選挙管理委員
会（☎ 574 － 6664）へ

　

70
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
敬
老

会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
品
引
換
券
の
付
い
た
招
待
状

を
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

当
日
は
、
引
換
券
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
１
〜
５

ま
で
の
認
定
を
受
け
た
か
た
に

は
、
招
待
状
と
記
念
品
を
ご
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す
。

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

対
象　

77
歳
（
昭
和
４
年
10
月
１
日

〜
５
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
）
＝
１
万
円
、
88
歳
（
大

正
７
年
10
月
１
日
〜
８
年
９
月

30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）
＝

２
万
円
、
99
歳
（
明
治
40
年
10
月

１
日
〜
41
年
９
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
）
＝
３
万
円

支
給
方
法　

９
月
中
に
各
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
か
ら
お
渡
し
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課（
☎
５
７
４―

６
６
４
５
）、岡
部
福
祉
健
康
課（
☎

５
８
５―

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３―

２
５
３
２
）、
花

園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４―

１
１
２
３
）
へ

地区 とき ところ

深谷 9 月 11日㈫
午前 9時 30分 深谷市民文化会館 大ホール

藤沢 9 月 12日㈬
午前 10時 30分

藤沢生涯学習センター・
藤沢公民館 体育室

幡羅 9 月 5 日㈬
午前 11時

幡羅生涯学習センター・
幡羅公民館 体育室

明戸 9 月 28日㈮
午前 11時 30分 明戸小学校 体育館

大寄 9 月 12日㈬
午前 11時 30分 大寄小学校 体育館

八基 9 月 10日㈪
午前 11時 30分 渋沢栄一記念館 多目的室

豊里 9 月 11日㈫
午前 11時 30分 豊里公民館 体育室

上柴 9 月 28日㈮
午前 11時 上柴公民館 体育室

南 9 月 14日㈮
午前 9時 30分 深谷市民文化会館 大ホール

岡部
9 月 20日㈭
午前 9時・
午後 1時 30分

岡部勤労福祉センター

川本 9 月 14日㈮
午後 1時 30分 川本文化会館

花園 9 月 26日㈬
午前 11時

花園農業者トレーニング
センター

平成19年度敬老会開催日程

WELFARE
【福祉】 

 男女共同参画
だんだん徐々に

深谷市ファミリーサポートセンター説明会開催

＜お問い合わせ＞深谷市ファミリーサポートセンター　　☎ 551－ 4410
〠３66－ 0052　深谷市上柴町西 4丁目 2番地 6　深谷市勤労者家庭支援施設　Ｌ・フォルテ内
＜センター開所時間＞　午前 9時～午後 5時まで　　＜センター休館日＞　火曜日

　【深谷市ファミリーサポートセンター】は、子育ての手助けをしてほしい人【依頼会員】と、子育
ての応援をしたい人【協力会員】が会員となり、会員同士で育児に関する相互援助活動をし、安心
して育児ができる環境をつくるためのシステムです。
　センターの設立から 3年がたち、徐々に地域における子育ての輪が広がっています。
　センターを利用したいというかた、ぜひこの機会に会員になりませんか。

ファミリーサポートセンターのシステムについて説明会を開催します。
　と　き　：　8月 17日㈮　午後 7時～
　　　　　　　8月 19日㈰　午前 10時～
　ところ　：　深谷市勤労者家庭支援施設（Ｌ・フォルテ）　研修室Ａ

※ 興味・関心のあるかたは、直接または電話でセンターへお申し込みください。
　（託児あり：2歳以上就学前まで）

　例えば  〇「土曜日や日曜日でも援助してくれるの？」
　　　　　〇「協力会員になるためには、特別な資格が必要ですか？」
　　　　　〇「援助活動中に、けがをしたらどうなるの？」
　など、確認したいことや心配なことがありましたら、ぜひお越しください。



健健
康康

みみ
んん
なな
のの

休日急患診療所 こども夜間診療所

 8月 5 日・12日・19日・26日
診療日

8 月 4 日・ 5 日・11日・12日・18日・19日・
25日・26日

 9月 2 日・9日・16日・17日・23日・24日・
     30日

9月 1 日・ 2 日・8日・9日・15日・16日・17日
22日・23日・24日・29日・30日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1617
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みみ
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なな
のの
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事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ８月 7 日㈫
９月 11 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

８月 17 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　3月 24 日～  4 月  4 日生まれ

８月 24 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　4月  5 日～  4 月 15 日生まれ

９月 4 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　4月 16 日～  4 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

８月 16 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   1 月 17 日～  1 月 31 日生まれ

９月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   2 月  1 日～  2 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
８月 23 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   1 月 16 日～  1 月 31 日生まれ

９月 13 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   2 月  1 日～  2 月 16 日生まれ

乳幼児相談 ８月 27 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ８月 27 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人健康相談 ９月 5 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

こころの健康相談 ８月 21 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

BCG接種
８月 20 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷・岡部区域の平成 19 年 4 月 16 日～  5 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
８月 21 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 19 年 3 月・ 4 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです 

1歳 6か月児
健康診査

９月 4 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時）
川本・花園区域の平成 18 年 1 月・ 2 月生まれ

 

■会場は花園保健センターです 

3歳児健康診査
８月 28 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 16 年 1 月・ 2 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです 

乳幼児相談 ８月 8 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ８月 8 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

８月 2 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
川本・花園区域の平成 19 年 4 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
９月 5 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

川本・花園区域の平成 19 年 5 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

とき 休日診療医院名 問い合わせ
9月2日㈰ 正田眼科 ☎ 571 － 1198

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ８月 21 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 ８月 29 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 17 年 12 月・ 平成 18 年 1 月生まれ

乳幼児相談
８月 27 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分

午後  1 時～  4 時 未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場
８月 27 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放
 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

BCG接種
８月 20 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

岡部・深谷区域の平成 19 年 4 月 16 日～  5 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

事業名 実施日時など 対象者など
4か月児健康診査 ８月 21 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 19 年 3 月・ 4 月生まれ

1歳 6か月児
健康診査 ９月 4 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 1 月・ 2 月生まれ

3歳児健康診査 ８月 28 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 16 年 1 月・ 2 月生まれ

乳幼児相談 ８月 6 日㈪
９月 3 日㈪

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ８月 6 日㈪
９月 3 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

老人健康相談
８月 23 日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 市内にお住まいの 60 歳以上のかた
 

■会場は花園荘です 

BCG接種

８月 2 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
花園・川本区域の平成 19 年 4 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
９月 5 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

花園・川本区域の平成 19 年 5 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

マタニティ教室
８月 10 日㈮

17 日㈮
25 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
25 日は午前 9時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

※変更になる場合があります　

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

休日急患の診療

とき 休日診療医院名 問い合わせ
9月9日㈰ 高橋眼科医院 ☎ 571 － 0318



募　

集

募　

集

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

対
象　

保
健
師
・
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自

動
車
免
許
を
お
持
ち
の
か
た
（
調
査

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ご
自
分
の

自
動
車
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

採
用
時
期　

９
月
〜

募
集
人
員　

若
干
名

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴

書
（
顔
写
真
添
付
）
に
資
格
を
有
し

て
い
る
証
明
書
（
写
し
）
を
添
付
し

て
、
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
長
寿
福
祉

課
（
☎
５
７
４
‐
８
５
４
４
）
へ

※
履
歴
書
は
、お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
失
語
症
友
の
会
』
参
加
者
募
集

　

同
じ
病
気
の
あ
る
か
た
や
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
交
流
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

平
成
20
年
３
月
ま
で
の
毎
月
１
回

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
原
則
と
し
て
家
族
送
迎
で
す
が
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
で
脳
卒
中
の
後
遺
症
な

ど
で
失
語
症
に
な
っ
た
か
た

参
加
料　

無
料

内
容　

簡
単
な
言
葉
の
ゲ
ー
ム
・
体
を
動

か
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

の
仲
間
と
の
交
流

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

パ
ン
ヤ
オ
（
社
会
参
加
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
）
参
加
者
募
集

　

精
神
障
害
の
あ
る
か
た
が
、
生
活
や
病

気
に
つ
い
て
の
講
座
や
仲
間
と
の
交
流
を

通
し
て
、
社
会
参
加
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

１
歩
外
に
出
て
あ
な
た
も
仲
間
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？

と
き　

平
成
20
年
３
月
ま
で

　
【
偶
数
月
】
第
１
・
３
水
曜
日

　
【
奇
数
月
】
第
３
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

対
象　
市
内
在
住
の
精
神
障
害
の
あ
る
か
た

参
加
料　

無
料

内
容　

第
１
水
曜
日
は
気
軽
に
集
ま
る
場

（
サ
ロ
ン
）、
第
３
水
曜
日
は
病
気
や

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
座
な
ど

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）、

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
３
‐
２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健

康
課
（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

講　

座

講　

座

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対
象
要

件
を
満
た
す
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

８
月
23
日
㈭

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を
添
え

て
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公

民
館
（
☎
５
７
１
‐
０
５
０
６
）
へ

講座名 内　　容 と　　き（９月） 対　　象
パソコン入門 コンピューターの起動、

日本語の入力
3日㈪
4日㈫

午前 9時
～正午

チラシ作成 ワードアートを使って、
きれいなチラシの作成 6日㈭

午後1時 30分
～ 4時 30分 日本語入力ができるかた

インターネッ
ト入門

ホームページを見る、お
気に入りへの登録 10日㈪

のんびり入門 簡単な作品を作りながら、
日本語入力をマスター

12日㈬
13日㈭

午前 9時
～正午

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

新Excel 入門 表の作成、計算式と関数の入力など

18日㈫
19日㈬

午後1時 30分
～ 4時 30分

日本語入力ができるかた
26日㈬
27日㈭

午前 9時
～正午

高
齢
者
交
通
安
全
実
践
講
習
会

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
実
践
型

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
、
自
分
の
運
転
技
術
を
確
認
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

内
容　

自
動
車
実
技
指
導
、
講
義

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　
各
実
施
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
、生
活
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
課
（
☎
５
７
４
‐
８
８
６
１
）
へ

「
い
き
い
き
元
気
体
操
教
室
」

楽
し
く
体
操
を
し
な
が
ら
、
友
達
づ

く
り
も
兼
ね
て
元
気
な
身
体
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
お
お
む
ね
65
歳
以

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1819

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Information,2007.08,Japan

上
の
か
た
で
、
連
続
し
て
教
室
に
参

加
で
き
る
か
た

定
員　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
１
人
に
つ
き
２
人
ま
で
申
し
込
み
可

参
加
料　

２
０
０
円（
試
食
の
食
材
料
費
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

８
月
24
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
で
、
長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
５
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
５
‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉

健
康
課
（
☎
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
３
）
へ

健
康
増
進
教
室
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

ハ
ワ
イ
の
伝
統
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
優
雅

な
動
き
や
呼
吸
法
を
学
ん
で
健
康
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
７
日
㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
で
全
日
程
参
加
で
き
る

か
た

参
加
料　

無
料

定
員　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
・
参
加
の
可
否
は
、
返
信
用
は
が

き
を
送
付
し
回
答
し
ま
す
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

着
替
え

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

８
月
24
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往

信
用
は
が
き
裏
面
に
【
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
希
望
】
と
明
記
し
、
参
加
希
望

者
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、
ま
た

ところ 深谷
自動車教習所

寄居武蔵野
自動車教習所

とき

  9 月 10日㈪
10月 15日㈪
10月 22日㈪
10月 29日㈪
11月 12日㈪

10月 23日㈫
10月 24日㈬

午前 9時～ 11時 30分

対象 60 歳以上のかた

※雨天決行、現地集合

とき ところ 内容

9 月

6 日㈭
午後 1 時 30 分

～ 3時
花園文化会館
アドニス

健康体操

13日㈭ 体力測定

20日㈭ 健康体操

27日㈭ 午前 10時～正午 花園保健センター
栄養・歯科の講話
試食

10 月

10 日㈬

午後 1 時 30 分
～ 3時

総合体育館
深谷ビッグタートル 健康体操

17日㈬

24日㈬

11 月

1 日㈭

8日㈭ 岡部勤労福祉センター 体力測定

15日㈭ 川本公民館 健康体操

と
き　

８
月
12
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容
（
映
画
）　
「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
が
ん

ば
る
し
か
な
い
さ
1
」、「
わ
た
し
お

て
つ
だ
い
ね
こ
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱
（
お
は
な
し
会
）

と
き　

８
月
12
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
布
の
絵
本　

渡
辺
順
子
氏
講
演
会

と
き　
９
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

先
着
50
人

講
師　

東
京
布
の
絵
本
連
絡
会
代
表　
　

渡わ
た

辺な
べ

順じ
ゅ
ん

子こ

氏

参
加
料　

無
料

内
容　

心
と
心
を
結
ぶ
布
の
絵
本

申
し
込
み　

各
図
書
館
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　
花
園
図
書
館
（
☎
５
７
９
‐

１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
８
月
〕
＝
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日

㈪
・
27
日
㈪
・
31
日
㈮

〔
９
月
〕
＝
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
18
日

㈫
・
25
日
㈫

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya
.sa
i

ta
m
a
.jp
/生　

活

生　

活

家
族
介
護
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
受
講

支
援
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
の
介
護
技
術
の
向
上
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
で
要
支
援
以
上
に
認

定
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

読
書
相
談
・
調
べ
学
習
な
ど
の
ご
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。

と
き　

８
月
30
日
㈭
ま
で

各
館
の
展
示
内
容　

【
深
谷
市
立
図
書
館
】　

深
谷
ゆ
か
り
の
女

性
た
ち

【
岡
部
図
書
館
】　

岡
部
六
弥
太
忠
澄

【
川
本
図
書
館
】　

渋
沢
栄
一

【
花
園
図
書
館
】　

北
川
千
代

深
谷
市
立
図
書
館

■
私
の
お
す
す
め
の
１
冊

　

市
内
の
中
学
校
１
年
生
が
お
す
す
め
す

る
本
の
直
筆
推
薦
文
と
そ
の
本
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

と
き　

８
月
５
日
㈰
〜
19
日
㈰
ま
で
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
子
ど
も
映
画
会

と
き　

８
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
く
じ
ら
ぐ
も
」、「
10
ぴ
き
の
か

え
る
の
な
つ
ま
つ
り
」

定
員　

先
着
50
人
程
度

■
夏
休
み
お
楽
し
み
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
の
お
は
な
し
会
と
、
歌
や
楽
器

の
演
奏
会
、
腹
話
術
を
行
い
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館
（
☎
５
７
１
‐

８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
夏
休
み
親
子
映
画
会

と
き　

８
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

岡
部
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
百
目
の
あ
ず
き
と
ぎ
」、「
新
・

小
鹿
物
語
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎
５
８
５-

５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

自
社
商
品
の
競
争
力
を
高
め
た
り
、
利
権

を
他
社
に
ラ
イ
セ
ン
ス
（
使
用
許
諾
）
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活い

か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
演
会
「
ア
イ
デ

ア
を
特
許
に
す
る
〜
ビ
ジ
ネ
ス
に
活い

か
す

知
的
財
産
の
基
礎
知
識
〜
」
な
ら
び
に
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

８
月
９
日
㈭
午
後
１
時
か
ら
受
け

付
け
開
始

と
こ
ろ　

産
業
会
館
３
階
会
議
室

講
師　
㈶
知
的
財
産
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
埼

玉
特
許
情
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

小こ

林ば
や
し

公い
さ
お

氏

定
員　

①
講
演
会　

先
着
60
人　

②
個
別

相
談
会　

先
着
４
件

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
５
０
）、
㈶
知
的
財
産
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉
（
☎
０
４
８
‐
６
４
７

‐
４
２
４
５
）
へ

就
学
相
談
会
（
第
２
回
）

　

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の

生
活
や
就
学
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、

教
育
上
の
心
配
や
不
安
を
お
持
ち
の
保
護

者
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と
き　

８
月
28
日
㈫
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

教
育
庁
舎

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

８
月
17
日
㈮

ま
で
に
、
学
校
教
育
課
（
☎
５
７
２
‐

９
５
７
８
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
夏
休
み
郷
土
の
偉
人
展
・
読
書
フ
ェ
ア

　

市
内
の
図
書
館
で
郷
土
の
偉
人
な
ど
に
関

す
る
写
真
、
図
書
の
展
示
・
紹
介
・
貸
し
出

し
と
、
小
・
中
・
高
校
生
向
け
夏
休
み
参
考

図
書
の
展
示
・
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

・
抽
選
に
外
れ
た
応
募
者
に
は
、
返
信

用
は
が
き
で
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

・
申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
複
数

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

・
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
申
し
込

み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

・
予
約
の
際
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
当
該
の
目
的
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
市
民
健
康
大
学
講
座
受
講
生
と
の
併

講
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー

　

革
新
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち

で
は
な
い
で
す
か
？

　

も
し
、
そ
れ
ら
を
知
的
財
産
と
し
て
保

護
し
、
利
権
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

返
信
用
は
が
き
表
面
に
、
代
表
者
の

郵
便
番
号
・
住
所･

氏
名
を
明
記
の
上
、

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〠
３
６
６
‐

０
８
２
３
・
深
谷
市
本
住
町
17
‐
１
・

☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

催　

し

催　

し

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
３
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
の
ゲ
ス
ト
は
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー

の
渡わ

た

部べ

又ま
た

兵べ

衛え

さ
ん
で
す
。
総
合
司
会

の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

教
授
、
医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝

ち
ょ
う

氏
の
健
康
落
語
、
医
師
の
講
演

会
で
は
、
宇
都
宮
中
央
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
所
長
松ま

つ

田だ

文あ
や

子こ

先
生
に
よ
る
「
糖
尿

病
は
こ
わ
く
な
い
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き　

９
月
27
日
㈭
午
後
１
時
開
場
、
午

後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
27
日
㈪
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
は
が

き
の
書
き
方
参
照
）
で
深
谷
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
・

深
谷
市
本
住
町
17
‐
１
・
☎
５
７
５
‐

１
１
０
１
）
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

入
場
整
理
券
当
選
・
交
付
方
法　

当
選
者

に
は
返
信
用
は
が
き
に
入
場
整
理
券
を

印
刷
し
９
月
10
日
㈰
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

・
２
人
希
望
さ
れ
た
か
た
に
は
、
２
人
用

の
入
場
整
理
券
を
印
刷
し
ま
す
。
整

理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
（
再

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
）。

往信（表） 往信 (裏 )

　
　

深
谷
市
本
住
町
17
番
１
号

　
　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
行

第
３
回
「
笑
い
と
健
康
」
講
演

会
聴
講
希
望

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
希
望
人
数(

１
人
か
２
人
）

④
電
話
番
号

返信（表） 返信（裏）

　
　

あ
な
た
の
ご
住
所

　
　

あ
な
た
の
お
名
前　

様

空
欄

〒 366-0823

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
３
親
等
内

の
親
族
の
か
た

内
容　

対
象
者
の
か
た
が
専
門
の
教
育
機

関
の
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
課
程
養
成
講
習
を
終
了
さ
れ
た
場

合
に
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額　

１
人
１
回
を
限
度
と
し
て
そ

の
受
講
料
の
う
ち
、
１
万
円
を
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
受
講
料
が
１
万

円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
実
額

と
し
ま
す
。

申
請
期
間　

講
習
終
了
後
１
年
以
内

※
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
受
講

前
に
詳
細
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
５
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
５
‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉

健
康
課
（
☎
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
３
）
へ

障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
は
、
障
害
者
の

か
た
が
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

者
の
か
た
ま
た
は
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
お
よ

び
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
身
体

障
害
者(

児)

、知
的
障
害
者(

児)

お

よ
び
そ
の
家
族
な
ど

事
業
内
容　

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

・
社
会
資
源
を
活
用
す
る
た
め
の
支
援

・
社
会
生
活
力
を
高
め
、
生
活
基
盤
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
相
談
、
支
援

・
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援
助

・
専
門
機
関
の
紹
介

・
そ
の
他
障
害
者
の
か
た
に
必
要
な
相
談
支
援

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

５
７
３
‐
６
５
６
１
）
へ

胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

と
き
・
と
こ
ろ　

①
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

②
花
園
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

③
岡
部
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

④
川
本
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

受
け
付
け　

午
前
７
時
30
分
〜
９
時

対
象　

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
か
た

（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

内
容　

胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
バ
リ
ウ
ム
を

飲
み
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

受
診
希
望

日
の
前
日
ま
で
に
、
深
谷
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）、

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５
‐

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
３
‐
２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健

康
課
（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

※
す
で
に
平
成
19
年
度
胃
が
ん
検
診
受
診

票
が
送
ら
れ
て
い
る
か
た
は
お
申
し

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

そ
の
他

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

・
細
野
水
道
設
備
（
群
馬
県
榛
東
村
・
☎

０
２
７
９
‐
54
‐
７
９
３
４
）

・
須
賀
住
設
（
大
里
郡
寄
居
町
・
☎

５
８
１
‐
２
３
４
０
）

問
い
合
わ
せ　
水
道
工
務
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
６
１
）
へ

総
合
支
所
で
の
住
基
カ
ー
ド
交
付
業

務
の
廃
止
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
31
日
㈮
を

も
ち
ま
し
て
岡
部
・
川
本
・
花
園
の
各
総

合
支
所
で
の
交
付
業
務
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
に

お
き
ま
し
て
は
、
９
月
以
降
も
引
き
続
き

住
基
カ
ー
ド
交
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市21 20

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
０
）、
岡
部
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川
本
市
民

環
境
課
（
☎
５
８
３
‐
２
７
８
３
）、

花
園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
２
）
へ

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
標
識
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
の
取
り
付
け
の
お
願
い

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
（
農
耕
用
小
型
特
殊

自
動
車
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

道
路
を
走
行
す
る
・
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
市
へ
申
請
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
か
た
は
、
早
急
に
市
役
所
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
受
け
付
け
後
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
場
所　

市
民
税
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
税
務
課

申
請
に
必
要
な
物　

①
印
鑑

②
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

③
窓
口
に
来
る
か
た
の
免
許
証
ま
た
は
保

険
証

農
耕
用
小
型
特
殊
自
動
車　

年
税
額　

１
，
６
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
７
）
へ

埼
玉
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

内
容　

深
谷
都
市
計
画
「
住
宅
市
街
地
の

開
発
整
備
の
方
針
」

と
き　

８
月
17
日
㈮
〜
31
日
㈮
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

Fukaya City Information,2007.08,Japan

６
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
６
月

の
寄
付
金
は
、
10
件
で
３
６
５
，

９
４
８
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

8月 9月 10月

16日㈭ 24日㈮ 1日㈯ 26日㈬ 1日㈪ 9日㈫

17日㈮ 27日㈪ 3日㈪ 27日㈭ 2日㈫ 10日㈬

20日㈪ 28日㈫ 4日㈫ 28日㈮ 3日㈬ 11日㈭

21日㈫ 29日㈬ 5日㈬ 4日㈭ 12日㈮

22日㈬ 30日㈭ 6日㈭ 5日㈮

23日㈭ 31日㈮ 25日㈫ 6日㈯

彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体　

深
谷
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
会
場
地
で
す
。
開
催
期
間　

平
成
20
年
７
月
29
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈰　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
１
ー
４
８
０
２
）
へ

と
こ
ろ　

県
住
宅
課
、
市
都
市
計
画
課
、

県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
県
住
宅

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
ttp
://w

w
w
.

p
re
f.sa
ita
m
a
.lg
.jp
/A
1
0
/B
H
0
0

/js/js_in
d
e
x.h
tm
)

　

こ
の
都
市
計
画
案
に
ご
意
見
の
あ
る

か
た
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出　

各
縦
覧
場
所
に
用
意
し

て
あ
る
意
見
書
を
８
月
17
日
㈮
〜
31

日
㈮
（
必
着
）
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、
埼
玉
県
住
宅
課
（
〠
３
３
０
‐

９
３
０
１
・
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

３
‐
15
‐
１
）
ま
た
は
都
市
計
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
を
提
出
で
き
る
か
た　

深
谷
市
の

住
民
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
住
宅
課
（
☎
０
４
８
‐

８
３
０
‐
５
５
７
１
）、都
市
計
画
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
４
）
へ

9月

10 日㈪

11日㈫

12日㈬

9月

19 日㈬

20日㈭

21日㈮

9月

13 日㈭

14日㈮

15日㈯

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

8月 1日㈬・15 日㈬ 、9 月 5日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
8 月 16 日㈭、9月 20 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
8 月 8 日㈬、9月 12 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
8 月 7 日㈫、9月 4日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

8 月 2 日㈭、10 月 4日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
9 月 21 日㈮、11 月 16 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
8 月 17 日㈮、10 月 19 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（8月 3日㈮・8日㈬・祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

8月 20 日㈪
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

8月 10 日㈮
午前 10 時～午後 3時 市役所西別館 301 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
8 月 20 日㈪
午前 10 時～午後 3時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 8月 18 日㈯
午前 11 時～午後 3時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

8月 9日㈭・19 日㈰、9月 6日㈭
午後1時～ 3時 　 ※ 8月は第2木曜日に開催します。 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 8月 2日㈭、9月 6日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） 8月 2日㈭、9月 6日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
8月 28 日㈫、9月 25 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

9 月 11 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）

暮らしの
アドバイス
相談

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ



2223

心
つ
い
た
頃
か
ら
、
絵
を
描 

い
て
い
た
。
何
か
目
的
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
描
く
こ
と
が

日
常
だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を

職
業
に
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
少

し
ず
つ
医
療
問
題
や
地
球
環
境
に

興
味
の
ベ
ク
ト
ル
が
向
い
て
い
っ

影
で
あ
る
。
作
品
が
出
来
上
が
る
度

に
、
人
に
見
せ
る
こ
と
を
少
し
た
め

ら
う
。
そ
れ
は
自
分
の
心
の
中
を
書

い
た
日
記
帳
を
人
に
見
せ
る
よ
う
な

も
の
だ
か
ら
。
イ
ラ
ス
ト
レ
タ
ー　

山
崎
智
絵
。
山
崎
の
描
く
作
品
は
ど

こ
ま
で
も
、
彼
女
自
身
で
あ
る
。

い
紙
を
前
に
細
密
な
鉛
筆
で 

線
を
描
く
。
線
は
人
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
強
く
、
一
本
一
本
が

連
携
し
て
作
品
と
な
る
。
線
は
人
の

個
性
で
あ
り
、
作
品
は
心
の
中
の
投

た
か
ら
だ
。
大
学
は
環
境
工
学
科

を
選
ん
だ
。
地
球
の
環
境
保
全
を

真
剣
に
考
え
、
学
問
に
没
頭
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
生
活
の
中
で
、

自
分
が
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
心
の
表
層
の
思
い
と
、

奥
底
は
別
の
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
時
は
じ
め
て
、
心 白い空白の部分にも山崎の想いが込められている

水
彩
に
想
い
を
込
め
て　山

や ま ざ き

崎　智
ち え

絵

か
ら
絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
た
。

そ
れ
こ
そ
描
か
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
状
態
に
な
っ
た
。
心
の
底
か
ら

マ
グ
マ
が
噴
き
出
た
。

　

谷
市
内
の
自
宅
は
深
夜
ま
で

明
か
り
が
消
え
な
い
。
寝
る

時
も
鉛
筆
を
離
さ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
し
て
描
く
目
的
は
何
か
。
大
き

く
占
め
る
も
の
は
心
の
ほ
と
ば
し
り

だ
が
、
描
く
以
上
は
誰
か
の
た
め
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
作
品
に
は
敢あ

え
て
題
名
を
つ
け

な
い
も
の
が
多
い
。
見
る
人
の
心
に

委
ね
る
た
め
だ
。

　

今
は
ま
だ
イ
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
と
し

て
は
駆
け
出
し
だ
。
し
か
し
、
昨
年

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
入
選
し
、
評
価
は

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
山
崎
は
評
価
と

い
う
名
の
心
の
共
感
が
嬉う
れ

し
い
。

　

環
境
工
学
科

白白

物物

さ
ん

心
の
投
影

題
名
を
つ
け
な
い

深深夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。 笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

関
東
随
一
の
名
族
秩
父
氏
の
直
系

畠
山
重
忠
が
頼
朝
軍
に
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
武
蔵
、
相
模
の
武
士

た
ち
は
相
次
い
で
頼
朝
の
も
と
に
集

ま
っ
た
。
こ
う
し
て
関
東
か
ら
平
氏

の
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
。

頼
朝
が
挙
兵
し
て
間
も
な
く
、

木き

そ曽
義よ

し
な
か仲

も
以も

ち
ひ
と
お
う

仁
王
か
ら
平
家
追
討

の
令り

ょ
う
じ旨

を
得
て
、
挙
兵
し
た
。
義
仲

は
大
蔵
館
（
現
嵐
山
町
）
で
生
ま
れ

た
と
い
わ
れ
、
二
歳
の
時
に
父
が
殺

さ
れ
、
義
仲
も
殺
さ
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
を
、
重
忠
の
父
重し
げ
よ
し能

ら
に
助
け
出

さ
れ
一
命
を
取
り
留
め
た
人
物
で
あ

る
。
義
仲
の
祖
父
は
源
為た
め
よ
し義

で
、
頼

朝
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
挙
兵
し

た
義
仲
は
各
地
で
平
氏
の
大
軍
に
連

勝
し
、
京
に
上
る
と
後ご
し
ら
か
わ

白
河
法
皇
か

ら
旭

あ
さ
ひ（

朝
日
）
将
軍
の
称
号
を
得
た
。

し
か
し
、
義
仲
の
京
で
の
行
状
を
み

た
法
皇
は
次
第
に
義
仲
と
対
立
し
、

つ
い
に
元
暦
元
年
（
１
１
８
４
）
に

鎌
倉
の
頼
朝
に
向
け
て
義
仲
追
討
の

命
を
出
し
た
。

頼
朝
は
弟
の
範の

り
よ
り頼

と
義よ

し
つ
ね経

に
六
万

騎
を
与
え
て
近お
う
み江
国
へ
進
出
さ
せ

た
。
重
忠
は
源
義
経
軍
の
先
陣
に
属

し
て
義
仲
と
宇
治
川
に
戦
っ
た
。『
平

家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
、

重
忠
が
丹
党
五
百
騎
を
率
い
、
真
先

に
宇
治
川
を
押
し
渡
っ
た
逸
話
が

載
っ
て
い
る
。
重
忠
は
愛
馬
を
射
ら

れ
担
い
で
渡
河
し
て
い
る
時
、
馬
を

流
さ
れ
た
烏え

ぼ

し

帽
子
子こ

の
大お

お
く
し串

重し
げ
ち
か親

が

助
け
を
求
め
た
た
め
、
大た

い
り
き力

の
重
忠

は
重
親
を
つ
か
ま
え
て
対
岸
に
放
り

投
げ
、
重
親
は
徒か

ち歩
立
ち
の
一
番
乗

り
の
名
乗
り
を
上
げ
た
と
い
う
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
重
忠
は
三

条
河
原
で
義
仲
軍
の
女
武
者
巴と
も
え
ご
ぜ
ん

御
前

と
一
騎
討
ち
を
演
じ
、
怪
力
で
巴
の

鎧
の
袖
を
引
き
ち
ぎ
り
、
巴
は
逃
げ

出
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
宇
治
川
の
戦
い
で
範
頼
、
義

経
軍
は
勝
利
し
、
源
氏
の
一
方
の
旗

頭
で
あ
る
義
仲
は
、
三
一
歳
で
短
く

も
激
し
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

③
宇
治
川
の
先
陣

心の広場
   

思
い
や
り
の
心

             

藤
沢
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　

　
　

  

向
井
未
織

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

    

学
校
が
終
わ
っ
て
、
わ
た
し
が
校
門
を

出
た
ら
、
お
と
し
よ
り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、横
だ
ん
歩
道
の
前
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
し
ん
号
が
青
な
の
に
、
立
っ
た
ま
ま
で

ふ
し
ぎ
だ
な
。」

と
思
い
な
が
ら
わ
た
し
は
先
に
わ
た
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
と
て
も
い
そ
い
で
い

た
の
で
、
そ
の
ま
ま
通
り
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
な
ぜ
か
心
の
お
く
が
も

や
も
や
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
っ
さ

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
立
っ
て
い
た
し
ん
号

の
方
を
む
き
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

ま
だ
立
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
に
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
、心
が
ぐ
っ
と
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

「
ど
う
し
よ
う
、
わ
た
し
は
い
そ
い
で
い

る
の
に
、
ま
た
、
し
ん
号
を
わ
た
る
な
ん

て
で
き
な
い
。」

と
思
い
、こ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

「
も
し
か
す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
わ

た
し
と
お
な
じ
気
持
ち
な
の
か
も
し
れ
な

い
。」

と
思
い
、
す
ぐ
に
し
ん
号
を
わ
た
り
か
え

し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
今
ま
で
知
ら
な
い
人
に

話
し
か
け
た
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。
心
ぞ
う
が
ド
キ
ド
キ
し
て
今
に
も
に

げ
出
し
た
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。わ
た
し
は
、

お
そ
る
お
そ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
む
こ
う
に
行
く
ん
で

し
ょ
。
わ
た
し
も
行
く
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」

と
声
を
か
け
て
見
ま
し
た
。
す
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ゆ

う
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
は
、

む
こ
う
の
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く
へ
行
く
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
。
あ
な
た
は
、
思
い
や
り
の

あ
る
子
だ
わ
。
あ
り
が
と
う
。」

と
、
て
い
ね
い
に
お
れ
い
を
言
っ
て
、
頭

を
下
げ
て
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
の
ひ
と
言
で
、
わ

た
し
の
心
が
ピ
カ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
知
ら
な
い
人
に

も
声
を
か
け
て
も
大
じ
ょ
う
ぶ
な
ん
だ
と

い
う
ゆ
う
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
っ
て

い
た｢

思
い
や
り
の
心｣

の
意
味
は
、
相

手
の
人
の
気
持
ち
や
心
を
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。わ
た
し
は
、

い
つ
も
、
言
わ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
自
分

が
言
わ
れ
る
と
心
が
も
や
も
や
す
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
だ
れ
に
で
も
や
さ

し
く
せ
っ
し
て
、
人
が
い
や
だ
と
思
う
こ

と
は
や
ら
な
い
よ
う
に
ど
力
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
相
手
の
人
も
自
分
も
心
が
温
か

く
な
る
よ
う
な
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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「
広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す ■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ 574-8531）

■  http://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
深谷市
モバイルサイト

て行うこととなりますが、自
分たちの住んでいる地域にあ
る土地を有効に活用して、こ
の場所を地元住民の憩いの
場にすることで、地域の人た
ちのコミュニケーションがさ
らに深ま
ることに
つなげよ
うと、頑
張ってい
ます。

（アダプトによる整備予定地）

川本南小学校

　アダプト・プログラム（公
共用地の里親制度）を利用し
た新しい取り組みが始まりま
した。
　現在整備中の駅通り工場団
地線脇で稲荷町地内にある公
共用地を、ガーデニング好き
な周辺住民が自分たちの手で
ミニ公園として整備しようと
いうもので、現在どんな公園
にしようか皆で話し合いを進
めています。
　整備後の管理も皆で協力し

八基小学校PTA
　米

よね

山
やま

先生によるプリザーブ
ドフラワー教室。個性あふれ
る作品が仕上がりました。

幡羅公民館ガーデニング教室
　ラ・パンセによるハンギン
グの教室。丁寧な指導ですて
きな作品が出来上がりました。

上柴西小学校PTA　
　大

おお

嶋
しま

先生にご指導頂き、皆

　昨年に続き、今年も山の家
へガーデニングに出掛けてき
ました。ご苦労様でした。

　栽培委員を中心に植え込み
ました。どんな色の花が咲く
か今から楽しみです。

　1年生が、自分たちの教室
の前に朝顔を植えました。窓
の外を眺めるのが楽しみ。

　正門の花壇は学校のシンボ
ル。自分たちで考えたデザイ
ン通りに植え込みました。

　学校をきれいにするボラン

ティアのかたがたと一緒に、
自慢の花壇をリニューアル！

　南公民館で
は、花や緑を通

して、お互いが支え合い、地
域住民が一体となって地域づ
くりに取り組もうと、「みな
みガーデニング倶楽部」を発

で大きなたるに寄せ植えし学
校に飾りました。

岡部小学校

藤沢小学校

上柴東小学校

　学校と地域が連携して取り組むガーデニン
グ、ふかや学校花はなプランの取り組みが広

がっています。今年は、日よけにも役立つ朝顔の植え込みに
もチャレンジ。どこまで伸びるか楽しみです。

足させました。6 月 27 日に
開催された設立総会には、各
自治会から推薦されたかたを
中心に、今後の活動計画など
が話し合われました。これか
らの活躍が楽しみです。

　①　お庭を楽しくする　ガーデンオブジェづくり教室
　　・・・自然素材を使って楽しいオブジェづくり・・・
　どこにでもある、石や木などの自然素材を使って、お庭を楽しくす
るようなオブジェを作ってみませんか。
●と　き　8月 25 日㈯午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　深谷コミュニティセンター　美術工芸室
●定　員　20 人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●受講料　500 円
●申し込み　8月 17 日㈮までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

作品見本

　今回は、①ガーデンオブジェづくり教室と②フラワーアレン
ジ教室を計画しました。オブジェづくりは、子どもの参加も大
歓迎です。お気軽にお申し込みください。

みなみガーデニング倶
く

楽
ら

部
ぶ

発足！
南公民館南公民館

講師　酒
さか
井
い
　和
かず
子
こ
 先生

　②　２度楽しめる　フラワーアレンジ教室
　・・・お部屋を自分でアレンジした花で飾ってみませんか・・・
　生花を使ったフラワーアレンジ、生花として楽しんだ後は、ドライ
フラワーとしても楽しめるフラワーアレンジづくり。 
●と　き　9月 8日㈯午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　深谷コミュニティセンター　美術工芸室
●定　員　20 人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●受講料　2,500 円
●申し込み　8月 28 日㈫までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

ガーデニングで地域づくり

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWSGARDENCITYNEWS

個性あふれる花壇がぞくぞく登場

http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

8月


